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,
1正ove?
HansWalterGablerとそ の チ ー ム は,JamesJoyceが のy8s紹
に書 いた一 語一 句を元の資料 か ら堀 り起 し ミュ ンヘ ン大 学 の コン ピュー ター
を用 い,ジ ョイスが 意図 した通 りに これを復元 した。1977年 に着手 し,ジ ョイ
スが 助ssθsを 出 版 す る の に 要 した と同 じ7年 を 費 や し た αyssθs:
A(}・ 伽 σ認 飢d助 死op麗c醒 痂0π は完 成 前 か ら多 くの 注 目 を 集 め,
1984年 に全3巻1919ペ ー ジと して公刊 され ると,今 世紀後半 を飾 る最大 の偉業
と新 聞雑誌 を賑 わ した。1)1961年 米 国版 の σZッssθsに は5000箇 所,1ペ ー
ジ平均7箇 の誤 りが ある,こ れ までに出版 されたいずれ の版か らも脱落 してい ・
る"Love"と いう語が本篇全体の隠 された意味だ とい う ことが 云 われ たが,
原典 批評版 の編集理論,及 び コ ンピューターを用いた編集手続 きはあ まり知 ら
れていな い。今 後 の σzッssθs研 究 は否応 な しに本書 を参 照 しな けれ ば な ら
な くな るので,新 版rユ リシーズ』の概要を記 して お く。
1HansWalterGabler,"Computer-AidedCriticalEditionofαッssθs,"
ALLC(Association`forLiteraryandLinguisticComputing)、Bμπe`επ,
8(1981),232-48;HughKenner,"TheComputerisedσ砂sεθs,"磁 ぞpθ〆s
April1980,pp.89-96;MichaelGroden."EditingJoyce'sαys8es
AnInternationalEffort,"&んo`αr`yPめ 旛 ん`πg,12.(1980),37-54
Neωyor為 丁εmθs,June7,1984,PP.1,C19;USATbdα ツ,June8,P.30
1島`θrπαεZoπα`1ヨ セrα`(1丁 トめ ωπe,June7;筋e及oπoπL`s`,June23,P.85
MichaelGroden,"FoosteringOverthoseChanges:TheNew・ σZッssθs,
,ぬmθsJbッcε@αr`θr砂,22-2(Winter1985),pp.137-159;日 本 で は 大 沢 正
佳,「 『ユ リ シ ー ズ 』 新 版 を 読 む 」,『 読 売 新 聞 』(59年7月12日),「 σ砂sses新 版 を 読
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2Unavoidabletypographiealerrors
われわ れが 手元 に置 き親 しんで い る0砂ssθsに 多 くの誤 りや 改悪が あ る
ことは一 部の人々の秘密で はなかっ た。 ジ ョイ ス 自身,初 版 が世 に出 る前 に
HarrietWeaver宛 の1921年 の手 紙 で 「印刷工 たちが犯 す数 々 の誤 り」 に極
度の い ら立 ちを感 じると憤慨 し,「 これか ら先に刊行 され る版本 にお いて も同
様の誤 りが繰 り返 され るで しょ うか」 と書 いて い る。2》出版者SylviaBeach
は初 版 の扉 に"typographicalerrorsunavoidableundertheexceptional
circumstances",に つ いて読者の寛怒 を求め るという釈明文 を 添え た。初 版 及
び これ を底本 に してい るこれまで に出版 され たすべて の版本あ誤 りにつ いて,
大体 の理 由を述べ る ことが で き る。 その 大半 は ジ ョイスがOZッssθsで 展開
した独得 の創作及 び印刷 に関す る方 法に関わ るもので ある。,
σZッssθsは一 挿話ず つ,ま るで 数珠 の玉 の よ うに ひ と塊ま りずつ作 られて
いったので あるが,そ の創作 に使用 した膨大 なメモが あることが知 られてい る。
ジ ョイスは思いついた語句 を紙 きれ,手 帳であ ろうとシャツのそで,ナ フキ ン
で もなんで も,そ の場にあ るものに手 当 り次第 に書 きつ けた。 大伽藍の建築 資
材 と もい うべ きこれ らの メ モ は,FrankBudgenが"oneoftheglories
ofSwitzerland"と 呼ぶ大 型 の黄 封筒 に蓄 え られ,3}ジ ョイス はその中 か ら
執筆中の作品に利用で きる と思 える もの を選 び出 し,大 体挿話 ごとに、大判の
紙 に書 きうつ した。最初は上 か ら下 に,書 き切れな くな ると縦で も斜めで も余
白という余白を埋めつ くした。最初 の膨大な メモ はジ ョイスのオデュ ッセウス
さなが らの放浪生活 の うちに散 逸 したが"Cyclops"以 後の七章 に関す る29枚
む」,『英藷 青年 』』13040(60年1月)が あ る。 ま た 鈴木 孝 志氏 が60年4月 の 第2回 国 際
ア イル ラ ン ド文 学会(日 本)で`OnGabler'sEditionofσZッssθs"を発 表 した 。
2Le``θrsqプJbmesJbッcθ,・VoLI,ed.StuartGilbert(NewYork,
1966)P.176.
3FrankBudgen,JbπゴesJoycε απd¢ んeハ4bた 加goLf`σZγsses'α ηdα んer
W擁 撹πgs(1934;rpt.withnewappendix,OxfordUniversityPress,1972),
・pp.176-77。
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のnotesheetsが 大 英博 物 館 に保 存 され て い る。PhillipF.Herringが
Jbッcθ'sσ 砂sεθsNoε εsんeε`sεπ`ん θ 研 ∫蕊sh1吻8θ α〃3(1972)'と し
て編纂 したのが これで ある。 また1918年 ころジョイスが ホ ロメスを研究 し,主
と し てVictor.B6rard,LεsP姥π`c`飢8θ εZ'0めPss6θ(1902)とW.
H。Roscher,Aω 調hrZ`chθsLθ コじ漉oπ(ε θrgrεecん`scんεπ 膨drδ πL`scゐθη
璃y肋oZo8ε θ(1884)か らの 引 用 に 当 て た 練 習 帳(BuffaloVIII.A.5)
も残 ってい る。
σZッssθsの草 稿 は これ らのnotesheetsや 練 習帳 を源 に書 かれ た。 ジョイ
スは大型の雑記帳の左 ページを修正加筆 に用 い,右 ペー ジにやや右上 りの草書
体の文字で びっ しり書 いて いった。草稿は何度 も書 き改 め られ("Circe"は
8度 書 き改めた と伝 え られて いる)そ の度にnotesheetsか ら言語 資源 の補給
を受 け,使 用済みの語句 は丹念 に色鉛筆で消 された。 最終 稿が 完成 す る前 後,
恐 らく売って金 に代 えるっ もりで,ジ ョイ スは原稿 を浄書 して い る。浄書 は
JohnQuinnの 手に渡 り,現 在米 国 ヒィラデル ヒィアのRosenbachMuseum
に あ る。1975年 にA施csπ 認εo∫ 飾e1晦 剛scr`μ と して 翻 刻 され た 。
これが 現存す る唯一の 自筆原稿で,最 終的に出版 され た書物か ら非常に隔た っ
て はいるが,"Telemachus"か ら"Penelbpe"ま で全 巻18挿 話 を一 応 カバ ー
して い る。最終稿が完成す るとジ ョイスは これをタイ ピス トに依頼 し,オ リジ
ナルの他に2～4部 のカーボ ンコ ピーを作 らせた。 ローゼ ンバ ッハ草稿の一 部
は実際に タイピス トが用 いた原本であ るが,大 部分は最終稿以前 の資料で あっ
た り売却を 目的に急 いで書 き写 したにす ぎな い部分 もあ る。 ジョイスは打 ち上
が った タイ プ原稿 に修正 を加 え,そ の一 部 をニ ュー ヨー クのEzraPound
を介 してL競ZθRω εθω 誌 に送 ると,一 応 その挿話 は完 成 した とみな し、
次 の挿 話に取 りかか っ た。 こ う して1918年3月 号 か ら は じま ったL`t`Zθ
Rθひ`εω の連載は,一 挿話約2ケ 月のペ ースで,1920年9～10月 号で連 載停止
にな るまでに第14挿 話"OxenoftheSun"の前半 まで進ん だ。
1921年4月 に パ リのShakespeareandCompanyのSlyviaBeach
とフ ランス ・デ ィジ ョンの 印 刷 主Daranti白reと の 間 にUZッssθsの 印 刷
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契約が結ばれた。その時 ジョイスは雑誌の厳しい締切 りから解放され無制限に
延びていく"Circe"に やっと目鼻をつけたところで,"Eumaeus"と"Penelope"
の大体の構想はで きていたが,"lthaca"が どうなるかまだ全然分かって い
なかった。ジョイスは先に雑誌連載のために用意 した各挿話のタイプ原稿のう
ちの一部に,二 度 目の修正を施 し印刷所に送った。出版用原稿は作 らなかった
のである。校正は6月11日 から開始 し,最 初はpZ㏄ αr飴 と呼ばれる8ペ ー ジ
1枚 のゲラ刷り,次 にページごとの校正刷りで,最 底5校 か ら9校 にも及んだ。
校正にこれほどの労力が費やされたのは植字工の未熟ばかりを責められない。
稿を改めるごとにジョイスが次から次へ と新たな書き込みを施すからである。
当然その度に新たな誤りが生まれる。ジョイスはそれを訂正 しつつ,更 にまた
新たに加筆する。ある挿話は全体の1/3が 校正刷りの上に書かれた。1921年
の夏は最後の2章 を執筆 しなが ら同時に,ゲ ラ刷りを訂正 し修正加筆する修羅
場だった。ジョイスは初版の出版を40歳 の誕生 日,1922年2月2日 と決め,そ
の2日 前までゲラ刷りを修正した。
出版とは直筆を人を介し物理的に転写することである。その過程がどんなに
複雑であって も,正 確に転写されていたら改悪や誤植は起きない。何度 も書き
改める草稿の段階でジョイスは作家であると同時に筆写者である。ジョイスが
どれほど不注意な筆写者であるか,"Cyclops"に 初期の草稿が2種 類残 って
いるので,こ れを比較すれば分かる。創造力の飛躍が一字一句間違えずに転写
する注意力を奪うのである。タイプ原稿を修正する時も,オ リジナルとコピー
を混合 し,各 組の修正が必 らず しも一致 しない。多く場合浄書に修正を転記す
るのを忘れる,例 は少ないがその逆 もある。折角の修正が浄書の上にだけ残り,
タイプ原稿に記入されないので,印 刷の工程にのらず,ど の刷りにも現われな
いので ある。 タイプ原稿そのものがJackDaltonの ことば を用 いれば,
"asickeninglot"で,ジ ョイスが方々か ら借 り集めたタイプライターで、
労賃を節約するためにシングルスペースで打っているのだ。4)タイピス トは し
4JackP.Dalton,"TheTextofσZッsses,"Nθ ω.Lεgん`oπJoッce,
ed.FritsSenn(lndianaUniv.Press,1972),p.108.
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ば しば手書 き原稿の飛ば し読み を し,長 い文 を打ちやすいよ うに勝手 に句読点
を置 いた。原稿の内容に反対 して仕事 を途中で放棄 した タイピス トが いた。代
りに依頼 した タイピス トの夫が 原稿 に腹 を立て火に くべた。
Daranti白reの 植字工 たちは職長を除けば英語 をま った く解 しな か った し,
職長 は職長で多少の英語の知識 をよりどころにタイプ原稿に勝手 な修正 を加 え
た り した。 第8挿 話の 最後 の場面 でBoylanら しい人 影 を見 てBloomの
心臓 は激 しく動悸する。尻のポケッ トの石鹸に手が触 れる一"Ahsoapthere
Iyes,"(U-G8.n92:U-RH183.40)は職 長 の 大 胆 な ペ ン 先 で
"Ahsoapt五ere!yes."に 変 え られ た。5}そ の後"Ah"の う しろ に コ ンマ
が入 り こんだ。植字工たち一Daltonの 計算では28人 いた一 は彼等 に と・っ
て判 じ物同然の ことばを一字ず つ活字 に組 んだ。 ジ ョイスが出来 るだ けは っき
り"Hackneycars"と 書 いて も"Stackneycass"に なり,"WeeklyFreeman"
と書けば植字工 は"WattlyJrceman"と読 み,"wife"は"urbe"に変身 し
た6,。,
校正刷 りは この ような文字にな らない文字 で埋 ま り,活 字 ぎれの ためか黒い
伏字で 汚れている。 ジョイスはよ く見えない目を こらし,不 快 な伏字をすか し
て無数 の奇怪 な非言語を取 り除 くのに精力をす り減 らして い九ので,そ れに比
べ ればまだ罪のない誤字や句読点の誤 りを見逃 したので あろ う。最後 は創作 と
ゲ ラ刷 りの修正 に追 われ,普 通の文字で構成 されている ものな らなんで も通す
気になっていたのか も知 れない。 しか しジ ョイスが 挿話 ごとに文体 を換 え,30,
000の 語 彙を駆 使 し全 文260,000語 に 及 ぶ σZッs8esほ ど の作 品 を,た び重
な る組み直 しに耐えて 出版 まで漕 ぎつ けたのを思えば,誤 植を責めるより も出
来の良 さを賞え るべ きか も知 れない。
5本 稿 の 引 用 は,JamesJoyce,{刀 ッssθs:・4C卜 ε``cαZα πd8yηoPε εc
E距`oπ,ed.,HansWalterGabler,withWolfharkSteppe,Claus
Melchior,andothers.3vols.(NewYork:Garland,1984)とthe1961
RandomHouseeditionofσZッssesを そ れ ぞ れU-G,U-RHと 略 し,
U-Gは 挿 話 番 号 と 行 数,U-RHは ペ ー ジ と 行 数 を 示 し た 。
6Dalton,p.117.
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σZッ3sθsは これまで10版 を数 えるがすべて初版 を底本に している。
(1)ShakespeareandCompany1922年初 版,1924年 第4刷 は正 誤表 付 き。
(2)ShakespeareandCompany1926年,(1)からの再 版。
(3)SamuelRothの 海賊版1927年,(2)が 底 本。
(4)OdysseyPress1932年,(2)が 底本。
(5)RandomHouse1934年,(3)の海賊版 を底本 と し(4)で校 正。
(6)LimitedEditionClub1935年,(4)から。
(7)TheBodleyHead1936年,(4)を底本;1937年 著者校閲版が ある。
(8)TheBodleyHead1960年,(7)の無校 訂版が底本 。
(9)RandomHouse1961年,(8)より。
q◎Penguin1968年,(8)よ り。
悪意 はなか ったに しろ海賊版を底本 とした最初の米国版は,出 版界の恥辱で あ
るに もかか わ らず,39年 まで に10版 を刊行 した 。1932年 のOdysseyPress
版は ジ ョイスの委 嘱 を受 けてStuar七Gilbertが 校 閲 し,39年 まで に4版
を重ね 決定 版 と されて いたが,後 にGilbert自 身が認 め て い るように,そ
の校閲 は完 全 とは程遠 い もので あ った。OdysseyPressを 底本 と した1936
年英 国版 は,再 版 にともな う誤植が あ まりに多 く,BodleyHead社 は翌37年
に縮 刷普 及版 を出す時,改 めて校正 を した(約170箇 所 の著 者校 訂が あ る)。
しか し60年 の再版 にはこの著者校閲版が 使われて いな い。36年 版の方が 大型で
読み易すか ったか らで ある。 これ を底本 と した1961年 版RandomHouseは
「周到綿密な訂正 」をうたって いるが,初 版か らの誤 りをほ とんど引き継 ぎ,
新 たな誤 りを加 えて い る。68年 のPenguinし か り(U-G1855-56)。 ジ ョ
イ ス が αッs舘sをF`π πθgαπs冊 α舵 で"hisusylesslyuureadable
BlueBookofEccles"(179.26)と嘆 くの も無理ない ことであ る。
勿論,訂 正の試 みが なか ったわ けでな い。本文研究 も1944年 以 降着実 に進ん
で いる。JosephPrescottの 校正刷 りに関す る先駆 的研究 は,個 々の挿 話の
生成過程を綿密に調査 した コロンビア大学の一連の学 位論文に引き継が れ,A.
WaltonLitzのArεoノ 」αηLθ8Joッce(1961),PhillipHerring
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の大英博物館のnotesheets及 びバ ッファロー草稿の編纂 とっづ き,そ の 成果
はMichaelGrodenによ っ て"σZッssθs"加P卜ogrθss(1977)で集 約 さ
れ た。 こうして次第に最初 の創作や その後の修正の過程 及び タイ ピス ト,編 集
者,そ して印刷工 による干渉の度合が分 るようになった。 中で も重 要な の はロ
ゼ ンバ ッハ草稿が複製出版 され,っ つ いて1977～1979年 に その他 の現存す る全
資 料 が ぬ πLθsJbycθArc配 ひθ(全63巻 内 σZッssθs関 係16巻)と して
写真版 で出版 され,世 界中に散在す る関係資料すべて を一 ケ所で利用で きるよ
＼うにな
ったことである。あとはこれを編集す る方法 と技術が開発 され るのを待っ
ばか りであった。
3Continousmanuscripttext
原典批評版は普通,作 家の生存中に出版されたある版本を底本に復元される。
W.W.Gregに よって唱えられFredsonBowersに よ って 発展 され た原
典批評の原則は,文 体や句読法,綴 りといったaccidentalsは 底本を遵守 し,
言葉づかいなどsubstantivesを 校訂する必要がある場合は編集者が再現 した
原文を基準とすると定めている。 こ刀ッssθsの場合 はこんな基本的な ことに も
問題がある。第一,ジ ョイスにとって句読点はきわめて重要な表現手段であっ
てsubstantivesとaccidentalsと の区別がつけ難いのである。それにすで
に見たように,こ れまでに出版されたどの版 もあまりに誤りが多すぎ批評版の
底本にはなりえない。現存する唯一の直筆原稿,ロ ーゼンバッハ草稿は,か り
に全部が実際にタイピストが使用した資料だとして も、あまりにも最終的なテ
キス トか ら隔たっており底本に用いることはできない。
ガブラーの解決策はジョイスの直筆を全面的に復元することである。底本は
たとえある一つの資料にな くともジョイスの直筆の中にあるとガブラーが考え
た時,批 評版を制作す る可能性が生まれた。新版 ひZッssesの底本は最終稿
(ローゼンバ ッハ草稿又はその源となった散逸した資料)に,タ イプ原稿やそ
の後の校正刷 りにジョイスが書き込んだ直筆を加えたものである。これは ドイ
ッ人 らしい愚直な考え方で はあるが,α ッssθsのよ うな 「増殖的テキス ト」
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("anacCretivetext")の た めに考 え られ た最 も適 切な方 法 で あ る。7,最 終
稿以降,ジ ョイスの修正 はほ とん どが追加であ り,時 に取換えはあって も削除
は全然 といってよ いほどないのだか ら。 ガブラーはこう して底本 とい う概念 を
"continousmanuscript"あ るいはよ り正確 に"continousmanuscripttex七"
(U-G1895)と い う概 念 に 改 め る。UZッssθsの 純 正 原 稿 は 最 終 稿/浄 書
か ら串発 し,タ イプ原稿 そ して時 には9校 に及ぶ校正刷 りに加え られた修正加
筆 を経て,出 版 という最終的な創作段 階ヘ テキス トを推進 させた直筆である。
ガブラーが ジョイスの創 作過程 をひ とつずつ再現 して,批 評的に合成 しよ うと
したの はこの連続稿 なので あ る。(本 稿 のAppendixに 大 英博 物館 の メモ等
の初期資料 を除 く,各 挿話の創作 過程 を示 めすChronologyを 掲げた。)
連続稿 は しか し,現 実には存在 しないのだか ら,こ れ はいわば,編 集上の仮
説で あり,実 際の作業は資料 間の厳密 な照合 と評価であ る。 ガブラーは連続稿
の土台 にローゼ ンバ ッハ草稿 を置き,タ イプ原稿や校正刷 りはジ ョイスの意図
とその実現 を段階 ごとに比較検討す る資料 とした。異本の決定に際 し彼が準拠
としたのは,自 ら"radicallyconservative"と 称す る原 典批評 の精神で ある。
ジョイスが この小説のために書いた一語一句,ま た一章の原文のルーツをそ
の資料にたどり,本 書は出版に至るまでの発展過程を記録する。 このような
批評的な復元作業に際 し,タ イプ原稿及び校正刷 りが直筆のテキス トか ら逸
脱す るものは,原 則的に認めないことにした。(u-Gviii)
圏ガ ブ
ラー は 彼が 扱 う資 料 をGregとBowersに 従 って,創 作 資 料(the
documentsofcomposition)と印刷資料(thedocumentsoftransmission)
とに分 け,本 書の 「あ とが き」で彼 の立場 をよ りはっきり述 べて いる。 「創作
資料 〔自筆原稿〕で は誤 りが 指摘 されない限 り原文が絶対的権威 をもつ。 それ
に対 し印刷 資料 〔タイプ原稿 及び校正 刷 り〕で は写本 は作家の是認が ない限 り
潜存的 に誤 りで あると考え られ る」(U-G1892)。
7Groden,"FoosteringOverThoseChanges,"p.142.
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.従 って このよ うな態度 は,作 家 自身何摩 も校正 刷 りに 目を通 し,訂 正を施 し
ていな いのだか ら,そ のテキス トは正 しいとみなす"passiveauthorisation"
(U-G1894)の 考 えを 断固退 ける。校正 の 際 ジ ョイ スは彼 の記憶 に頼 り,
.原 稿 とゲ ラ刷 りをつき合 わせ なか った。最後の二 挿話の草稿 を書 きなが ら校正
刷りに修正 を加えた1921年 夏の修羅場では,誤 植を訂正す る時間的余裕がなか っ
た。 ジョイスが あ る誤 りを訂正 しす ぐその隣 りの誤 りを見落 して いる例や,加
筆修正の際に 自分の思 う通 りに修正 して いないのに気付かな いよ うな例が い く
つ もある。例 え ば"Circe"の 二番 目の 叙述 ト書 で,ジ ョイ スは原 稿 に"ム
プbr㎜sp声 αωZθdα9α`πS`αdωSεわεπαπd〃協μ θ曲 ツ 記Sαrmα πd1協`S死orθS"
と書 いたのを覚えていて,タ イプ原稿 に"groα 死s,8r加d加88roω 伽g`θ θ統,
απdsηorθsα8厩 π"と 書 き加 えたが,タ イピス トが ジ ョイスの筆跡を読み違 え
て最初 の"sπoア θs"を"肌oひes"と 打 った のを見 落 して い る(U-G15.27-
28;U-RH429.29)。よ り愚か な例 は"Calypso"の タイ プ原 稿 によ る と,
アジェンダス ・ネタイム植樹会社の株に"youpayeightmarks"とあるのに,
その数行後 に"Canpaytendownandthebalanceinyearlyinstalments"
とな って おり,従 って校正刷 りも初版 もすべての版が この計算違いを引き継 い
でい る。 ローゼ ンバ ッハ 草稿 と新版 の投資金額 は勿論,"eightymarks"であ
る(U-G4.194-9:U-RH60.20-25)。ガ ブ ラ ー は こ の よ う な 場 合 を
例に,「 印刷資料に残 るかか るジョイスの直筆 か らの逸脱 は排 除 され るべ き誤 ・
りあ るい は改悪 とみ な し,遵 守 すべ き無 言の 改訂 と は考 えな い」(U-G1894)
と云 って い る。
一般 的にいって連続稿の設定 は,ロ ーゼ ンバ ッハ草稿が タイプ原稿の源資料
ない しはそれ と同等の もので ある場合に は,比 較的簡単で ある。 たとえ最初の
挿話のよ うに タイプ原稿が紛失 して いるような場合で も,紛 失原稿が創作過程
'の 中で直線的に継承 されて いる ことが外的あ るいは内的証拠で証 明 されれば,
そ の 状 態 は ロー ゼ ンバ ッハ 草 稿,L漉ZθRθ び`εω 及 び 銑 θ 鞠oεs`,初
叛 の初校(1stpZαcαrds)の 三 者か・ら再現す ることがで きる。L批ZεRθ ひ`θω一
1
餓 θ1隊o`s`,1stpZαcαrゐ の一 致が タイプ原 稿 の基 本 的状 態を 示 す だ ろ う
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し,1stpZαcαrぬ のみに含 まれ る特異な読 み は1921年 以 降に タイ プ原 稿 に加
え られ た修正であ る。草稿 とタイプ原稿が直線的継承であ る場合は,こ のよ う
にタイプ原稿が紛失 して いるものはそれを再現 しなが ら,ロ ーゼ ンバ ッハ草稿
を基礎 にその後の書 き込みを逐次 重ね合わせて いけばよい。 ローゼ ンバ ッハ草
稿が タイプ原稿の直接の資料でな い場合,つ ま りローゼ ンバ ッハ草稿 は最終稿
で な く,そ のテキス トが最終稿を元に作 られた タイプ原稿 のテキス トと異な る
場合,連 続稿を作 るために編集者 に要求 され る批 評的 努力 は計 り知れ な い。
σZッssθsの最終稿 はすべ て紛失 しており,現 存す る二 つの傍系的資料一 ローゼ.
ンバ ッハ草稿 とタイプ原稿一 か ら批評的に再現 しなければな らないか らで ある。
MichaelGrodenは"σZッ83θs"fπPmgrθ8sでロー ゼ ンバ ッハ 草稿 とタ
イプ原 稿の関係 を論 じ,9挿 話(最 初の1-3,最 後の15-18そ して 中央の10
と12挿 話)が 直線的継承関係にあるのは確かであ るが,残 りの8挿 話(4,6-
9,11と13-14挿 話)で は草稿 とタイプ原稿 は直線的に続かず,両 者 は最終稿
か ら派生 し,第5挿 話"LotusEaters"は 例外 で,そ の中間 に位 す る といっ
て いる。8)ガブ ラーは この浄書/最 終稿/タ イプ原稿の折 衷性 に注 目す るので
ある。彼 はGrodenの 研究 を認 めた上で,ロ ーゼ ンバ ッハ草 稿が 傍系 的資料
で あって も,そ の資料に よってテキス トが推進 され る限 り,必 らず しも傍系 と
はいえないと考え,こ の場合ローゼ ンバ ッハ 草稿 はタイプ原稿 に対 し傍系であ っ
て も最終稿の延長線上にあると見なすのである。〔πッssθsのテキス トは直線
的に発展するというのが,ガ ブラーの基本的な考え方で,ジ ョイスは様々な資
料に修正を加えっっ 「直線的に連続稿を書 いた」 と述べている(U-G1880,
1881)。またローゼンバ ッハ草稿は,時 にはタイプ原稿後の修正をも含め,様 々
なレベェルの資料を集めた集合的草稿であり,現 存する草稿とタイプ原稿との
関係はページごとに検討しなければならないとする。その関係は次の二つのう
.ちいずれかであろう。第1の 可能性は,ロ ーゼンバ ッハ草稿が創作過程の初期
に属する場合で,ジ ョイスは更に最終稿に修正を加え,こ れでよしとなった時
8MichaelGroden,"α ッs8es"
1977),pp.、205-217.
επPro8rθss(PrincetonUniv.Press,
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点で タイピス トに原稿を渡 したが,浄 書 にはそれに対 応す る修正 を記入 しなか っ
たので,ロ ーゼ ンバ ッハ草稿 とタイプ原稿その後の版の読み に違 いが起 きた。
この可能性が最 も多 く,ガ ブ ラーはこの場合 タイプ原稿 の読 みが優先権を もつ
とみなす。第2は ローゼ ンバ ッハ草稿のテキス トが よ り進歩 した段階 を示 して
い る場合。 ジョイスは最終稿か ら浄書 を作 る際に,浄 書 を修正 しこれ を最終稿
に記入 しなかった り,ま たタイプ原稿が出来上が った後で浄書 に書 き込みを し
てい ることが ある。 この ような場合には折角の修正が 印刷主程に乗 らず,従 っ
て どの版に も現 われ ない。 この よ うに浄書→ タイプ原稿 とい う標準的 な修正方
向を逆転 させ る読みをガブラーは100例 ほ ど批評 版 に認 めて い る。
確かに、このような逆転を可能にさせ るよ うな書誌学 的証拠が,ロ ーゼ ンバ ッ
ハ 草稿にはっき り認 め られ ることが時々あ る。 また英語 に習熟 したタイピス ト
が ジョイスの用語の代 りに慣用語 を使 った り,明 らかに語順 を換え たと分 るよ
うな時がある。 しか し現存す る草稿 は単 に異 なった読みを提供 してい るだけで,
ジョイスの修正方 向を示す テキス ト上の証拠がない場合 が多い。二つの表現の
うちいずれを取 るか編集者の批評能力が問われ る時であ る。 ガブ ラーが採用 し
た読 み の 中 に は 批評 的 に優 劣 が つ け難 い もの もあ る。 例 え ば"Oxenof
theSun"の 一 節で,タ イプ原稿 も校正刷 りもそ して 出版 されたすべて の 版が
"Andhethathaderstchallengedtobesodoughtywaxedpaleasthey
mightallmark"と な っているが,ロ ーゼンバ ッハ草稿の読みは"waxedwan"
で,新 版 はその よ う に校 訂 され て い る(U-G14.412-13:U-RH394.36-
38)。 これ らの資料だ けで はジ ョイスの修正方 向は明 らかで な い。 ジ ョイ スが
頭韻を好んだ とい う以上 の批評的 な根拠 も見当 らない。 次の例は修正方 向が批
評 的に もう少 し明 らかであ る。"Aeolus"でBloomは印 刷 され た 版 で次
のよ うに考 えて い る。"ltisamusingtoviewtheuparonearalleled
embarratwoarsisit?doubleessmentofaharassedpedlarwhilegaug-
ingauthesymmetryofapeeledpearunderacemeterywal1."ローゼ ン
バ ッハ 草稿 と初版 は"symmetrywithay"(U-G7.166-69:U-RH121.
13-16)と なって いる。 ジョイスが これ を最終稿か ら偶然 に も落 したか,あ る
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いは最終稿 を浄書 に写 して いる際に ローゼ ンバ ッハ草稿 にこれを加えたか不 明
であるが,彼 が この文脈から"symmetrywithay"を削除 したとは思えな い。
極 めて まれで はあるが,L伽ZθRω`θ ω の読 みが批評 版 に受 け入 れ られ て
い る。"Nestor"でCyrilSaもentの髪 は ロ ー ゼ ンバ ッハ 草 稿 と校 正
刷 り(タ イフ。原稿 は紛失)及 び公刊本で2度"tangled"と 書 かれて いる が,
L```Zθ 瀧 ひεθω と 批 評 版 は"thick"で あ る(U-G2.124,139:U-RH
27.33)。L漉ZθRθ ひεθω の読み は雑 誌連 載に用 いた タイプ原稿 を修 正 した時
に思 いつ いたので あろうが,印 刷工 に与 え出版用 に使われ たタイプ原稿には同 ・
じ修正 を施すの を忘れて しま った と考え られ る。 この場合,二 つの タイプ原稿
は互 いに ローゼ ンバ ッハ草稿 とタイプ原稿の関係 と同 じ関係 にある。
標準的な修正方 向を逆転 させ る可能性が ある場合で も,そ れが 採用されるた
めに はガ ブラーが"theruleoftheinvarianttext"と呼ん だ,テ キ ス ト上
の条件を満た さな ければな らない。 問題の語句 を含む前後の文脈が変化 してい
る場合 は,ロ ーゼ ンバ ッハ 草稿 のテキス トも変 りうるので,ロ ーゼ ンバ ッハ草
稿の読み は退 け られ,新 しい読 みが 採用 される。 ローゼ ンバ ッハ草稿の読みが
採用 され るためには文脈が同 じでな ければな らない(U-G1882)。
最終稿 は結局,批 評的に再現せざ るをえないので あるが,ロ ーゼ ンバ ッハ草
稿 とタイプ原稿の どち らを優先 させ るか確 固たる法則があ るわ けで はな い。ガ
ブ ラーは本書 に採用 した校訂 と異な る読みをすべ て校訂 ノー トに記載 し,辛 う
じて批評 家 として の立場を守 ってい る。
4Computerreconstruction
連続稿の制作は σ砂ssesが はじめて出版された時の執筆,修 正の過程を
できるだけ忠実に再現するために,編 集版の基礎 となる初期の稿本を批評的に
編集することからはじめられた。ガブラーが"early-versiontext"と ・呼ぶ ～⊇
の初期稿本は,最 初の14挿 話では最終稿/タ イプ原稿/L漉ZθRθ ひεeωの段
階に相当し,全 体の生成過程ではジョイスが各挿話を一応完成 したと見なした
時期である。残りの4挿 話では初版の印刷工に渡 したタイプの原稿に相当する。
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前章で述べた原理原則に従い批評 的に編集 され たこの初期稿本は,浄 書の 際に
ジ ョイスが犯 し,タ イ ピス トが打 ち損 じ,植 字工が組み違えた誤 りが ない とい
う意味で理想的稿本である。 これにタイプ原稿か ら校正刷 りに書 き加 え られた
ジ ョイスの 直筆 をすべて 忠実 に重 ね合 せれ ば,彼 が αッssθsに 意図 した通
りの版を再現で きるはず である。
この原典批評版で画期 的なのは,そ の制作に当 り膨大 な資料を正確迅速 に照
合 し,複 雑な編集上の処理を行なうために コンピュー ターを用いた ことで ある。
ホス ト・コ ンピュー ター は ミュ ンヘ ン大 学 コ ン ピュ ー ター ・セ ンタ ーの
computerkonstanzTR-440。この コンピューターは大 文字 しか受 けつ けな い
頑固なハ ー ド,ウ ェア ーだ ったが,チ ュー ビンゲ ン大学 のWilhelmOtt
が開 発 した テ キ ス ト編 集 プ ログ ラムTUSTEPの 支 援 を うけ 照合,編 集
は ほ とん ど人手 を介 さず 機械 的 に行 な わ れ た。TUSTEPと ローゼ ンバ ッ
ハ草稿そ してArc配 ひθが なか っ た ら,ガ ブラー たちの仕 事 は更 に7年 の歳
月を 要 した ろ う。
TR-440に 入力 された主要 資料 は ローゼ ンバ ッハ 草稿 全文(三 人で 別 々に
照合 された),加 筆部分を除 く各挿話の タイプ原稿(タ イプ原稿 が欠 落 して い
る部 分 はそ れ に 相 当す る1stpZαcαr(お),L漉ZθRωεθω とZhθ1碧oεs`,
それに1922年 の初版 と1926年 の再版で ある。 コンピュー ターによる照合 は二つ
に分け,① ローゼ ンバ ッハ草稿/タ イプ原稿/雑 誌連載,② 初版 と再版の間で
行なわれた。照合は正確 を期 し,コ ンピューター ・デ ィスプ レーの上 だけで な
く,資 料 間の 相違 を は っ き り 明示 す るprint-outを 用 いて い る。 例 えば
"Lestorygonians"の ため に ジ ョイ ス は草 稿 に"Whatishomewithout
Plumtree'spottedmeat?Incomplete,Whatastupidad.Right
undertheobituarynoticestoo.Dignam'spottedmeat."と書 いて い る。
最終稿を タイ ピス トに渡す時,彼 は4番 目の文によ り反 劉的な調子 を加 えるた
めに"Undertheobituarynoticestheystuckit。"と修正 し、 ま たBloom
の 腹 立 た し さを 強 調す る た め に"ad."を"ad!"に 変 更 した。TUSTEP
のtext-printerは この部分 を次 のよ うに印字す る。9)
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RWbatishomewithoutPlumtreeIspottedmeat?工ncomplete.Wha七'a
T-一 一一 一一 一一一一
Rstupidad. .Rightundertheobi七uarynoticestoo。Dignamls
L-一 一,-ad!U。d。 。 一一一th・y・t。 ・kit.
RPQttedmeat・
?「
勿論この場合の優先権はタイプ原稿にある。機械照合で明らかになったテキス
ト間の相違はすべて原資料又はその写真版とっき合わせ,単 純な入力 ミスはそ
の場で訂正 された。こうして批評的に設定された誤 りのない理想的な初期稿本
と① グループ資料を再度照合 し,異 本は校訂ノー トのために蓄積 した。
初期稿本ができればあとは,少 くとも理論的には簡単である。タイプ原稿や
校正刷りに書き加えられたジョイスの直筆を初期稿本につぎ足せば,最 終版が
できる。編集チームは約75,000語 に及ぶすべての修正加筆の手書きリス トを作
り,読 み合せ,い ちいち生成過程を示す記号を付けコンピゴーターに入力 し,
逐次②の初版と照合した。一方で初期稿本と初版本の機械照合の結果,無 数の
異本 リス トができた。これは初版に誤植がなければ,手 作業で得た修正 リス ト
と一致するはずである。しかし驚くまでもないが,こ れら二つの リス トは多く
の理由か ら一致 しない。第一に植字工が修正を活字にする際にしば しば誤ちを
犯すか らである。ジョイスがその誤りを訂正 し,植 字工が指示通り直していれ
ば,ガ ブラーは誤りも訂正も無視する。ジョイスが誤りを見落 したり,ま たこ
れを新しい文の一部として修正する場合には,作 家の意図を尊重 しなが ら編集
者として決断を下さねばな らない。その考察記録が批評版に半自動的に記され
る校訂ノー トとなる。編集版はこれらすべてのデータを初版本のコンピューター・
ファイルに移植して出来あがった。
本書の編集上の新機軸は,テ キス トの生成過程を要略的に示しているのでガ
ブラーがsynoptictextと 呼んだ,カ ギカッコや上付き文字や数字,そ の他
の記号でごちゃごちゃしている新版の左ページ(Figure1参 照)で ある。渉
べての語句がコンピューターに入力 された時,創 作過程のどの段階でその語が
9Kenner,P.94・
5lo
15
20
25
30
35
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Figure・1
He恥,[passeddiscreedy】passed,discreedybut⑩ning,⊂1躍downtheai51eand.
outthroughthemaindoorlntothelight。『Hesooodamomenωnεeeingby
theco且d写[soDnestoup]blackmarblebowドwhilebeforehimandbehind
tw・w・rshipPersdipPcdfuπiveh・nd・ihthel・wtid・ ・fh・lywa㏄ ・.7
τ廿ams:acarofPrescotビsdyeworks:oawidowinherw㏄ds.『Nodce
becauseI'minmourningmyself.ヨHecoveredhimself.Howgoesthetime～
Quarterpast.Timeenoughy信t.Beしtergetこhat覧D[facewash]lotion{〔炉made
up.Wherel9^〈this,ah>thisPAh。^yes,thelasttime.SwenゾsinLincoln
piace.o『^Chemis℃srarely〈moved.>move.^写Theirgr㏄nandgoid
beaconjarStooheavyしo^〈move>stlr.^ヨ覧Hamii⑩nLong's,fbundedinthe
アeζroftheθood.7Huguenotchurchyardnearthere.Vlsl`50medaア.ア
Hewalkedsouthwardalong噺estiandrow.Butthe焔,[prescription]
recipe`1浮isintheothertrousers.O,andIforgotthath㏄hkeytoo.Borethis
funerala仔air.Owell,pQorfellow,it'snothisfaulし.Whenwask,Igoしit
madeuplast～Wait.IchangedasoverelgnIremember.Firstofthemonthit
musthavebeenorthesecond.0,hecanlookkupi遭theprescripdon5
book.,
Thechemistこurnedbackpageafヒerpage.Sandyshrive且ledsmellhe
seemstohavejShrUnkenskull.7喩),Andold.写(～uestforthephilosopher's
stone.Thealchemisしs.ヌDrugsoageyoua血eセmentalexcitement.Lethargy
chen..Why～Reaction.Ahfetimeinanightll【浮 ℃raduallychangesyour
charaαer.アLivingallthedayamong『[herbsand、ointments.]herbsゴ
ointments,disinfectants.7『Allhisalabasterlilypot5.写Morεarandpesde.ヨ
Aq.Di5こ.FoL・Laur.丁ヒVlrld.竃Smen・almo5こcureyoulikethedenこi5t'3
doorbeiL3DoctorW卜ack.He。oughしto⊆[physick]physi♂himselfabiし早
竃ワ[Eleαuary.]Electuaryoremulsion.刃The丘rstfeliowthatpickedanherb
tocurehimseif'hadabitofpluck.写Simples.罫Wanttobecareful.Enough
stu仔hereしoてD}[sendyouoH.】「[pucyoutosleep。】chloroformyou.Tセst:
turnsbluelkmuspaper.red.マ π[Opium.]Chloroform.Overdoseof
laudanum.2Sieepingdraughts.LovepMtrc5.Paragoricpoppysyruρbadfor
cough.oClogstheporesorthephlegm∫【浮qPoisonstheonlycures.Remedy
wh・ ・ey・ ・1・astexpeαit.Cl・ ・e・。f・at・ ・♂
-Abou【aforこnightago,sir⊇
-Y6s,MrBloomsaid.
Hewaicedbythecounter,,inhalingslowlythekeenreekofdrugs,the
dustydrysmellof『[sponges]spongesandloofahs.7『Lotoftimetakenup
τe伍ngyour写[旦limentsJachesandpaln5.押
5dyework5:】(tC);dyeworks,aR8Ah!(tC);ahaRαvα'ん 、・σερ9pla(=e,](こC);Placc.aR
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初めて現われたか判るように記号が付 してある。ローゼンバッハ草稿のテキス
トは連続稿の基礎であるので記号はない。"A"は ダイブ原稿に初めて載った
最終稿に加えられた修正を示 し,"R"は タイプ原稿にはないローゼンバ ヅハ
草稿の修正である(ジ ョイスが最終稿に変更を記入し忘れたか,あ るいはタイ
プ原稿以後の修正の場合),"B"一"D"は タイプ原稿における修正の次元 を
表わ して いる。"1"か ら"8"の 数字は校正刷 りの回数で,"1"は1st
μαcα7ゐに加えられた修正で2ndμ ㏄αrdsに 印刷されていることを示 して
いる。丸カッコで括られた文字や数字は当該資料が現存 しない意味である。認
識文字や数字は修正語句をかこむカギカッコの内側に上付きで印刷されている。
大カギカッコで括られた語句は修正の際に除去されたか,あ るいは単に削除さ
れたものである。挿入記号は同一段階での加筆を示めすために用いられている。
校正刷りの数によって記号 は各挿話 ごとに異なり,巻 末 のTextualNotes
の挿話ごとの注のはじめに説 明がある。Synoptictextの 脚注 は校訂ノー ト
に当てられている。
このページは異様な体裁を した読みずらいテキス トに違いないが,慣 れてく
ると生成過程がすか し絵のように見えて くる。小文字の最終段階を辿って,植
字工がタイプ原稿をどのように活字に組んだか,初 校のゲラ刷りから調べるこ
とだってで きるようになる。すべての上付き記号 と大カギカッコの語句を削除
したのが,本 書右ページの一般人向けの読書用テキス トである。 このような操
作はコンピューターの得意技である。要略テキス トと読書用テキス トは左右ほ
ぼ対称的に記載 されており,要 略テキストの左側にはページごとに行数が,読
書用テキス トの右側には各挿話の最初か らの行数が示めされ,参 照のための配
慮がなされている。巻末には批評版とこれまでに出版された主要な版,す なわ
ち初版と再版,1932年 版,1936年 版そして1961年 版との歴史的照合が掲載され
ており,約5,000の 誤植,改 悪の歴史を辿ることができる。
5Fooste】dngoverthoseehanges
αッSSθS:ム(}・ 観CαZα ηd助 πopε`c醐 砺0π は こ れ ま で 出 版 され た
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すべての テキ ス トに含 まれる約5,000の 誤 りを摘発 して いるの は確かで あ るが,
本書はそれ らを間接的に訂正 して いるにすぎ ない。われわれが60年 間共 にす ご
した これ らの誤 りの下 か ら全 く新 しし～ αッ8sθsが 生 まれ たわ けで はな いが,
ガブラーたちの努力で,こ れ までの版本に欠落 していた多 くの語句が創作資料
や印刷資料か ら発 堀され,無 数の誤植が取 り除かれ,豊 か さを増 した。80以 上
の人名や地名などの固有名詞が正 しく記述 されただけで も煩 わ しい混乱が少 く
なった。 印刷過程 で標準的用語 に換え られ たこの小説特有 の用 語や ジ ョイスの
造語が直筆通 り復元 され,作 中人物 の意識の流れをよ りよ く理解す る手がか り
.が与え られた。ガブ ラーの発堀 によ り用語や正字 法の不 統一,新 たな誤字 また
ジ ョイスー流の句 読法 もまた批評版 に盛 り込 まれ た。今は新たな発 見を述べ る
時で はな いので,ガ ブラー とそのチームの復元の実体を紙面が 許す かぎ り列挙
す る。
①誤植訂正:実 に多 くの誤植が 訂正 された。固有名詞の綴 り間違いはそれだ
けで優に80を 越え るので,こ こに記載す ることがで きない。次 のよ うな例 は誰
が 見て も誤 植 だ と分 る。"apieceoutofhislmantelImantle"(U-G5.
235:U-RH77.26),"lPastileIPastillethatwasfell."(U-G
8.244:U」RH157.37),"trueIdelivranceldeliverance"(U-G12.
1131:U-RH323.17),"απuπcobわ`α!1`rα πsε漉πglεrα πおε(泥π8"(U-
G15.2:U-RH429.2),"επZαsε1ω εsω``c妨αcんlsω``cんbαcゐ"(U-
G15。4148:U-RH579.16),"thelrlarcheologicallarchaθological,
genealogica1,hagiographical,exegetical,Ihomilecticlhomiletic"(U-
G17.751-52:U-RH688.30-31)。この よ うな単 純 な誤 り もまた こ こに 載
せ な い。 ただ61年 版RandomHouse,p.709,IL21-32の翫or`馳`ッ θ亡
pZα`ππθmθπ`so/0θo〃3θ 診7ッの印刷 記録11行 で11ケ の1が36年 版以 降ア と
改悪 されて いる こと は記 しておかねばな らない。 まず復活 したジ ョイス語を挙
げ,次 に誤字が正字にな った り,修 正の見落と しのために文脈が変 ってい る例
を記す。llで 囲 ったのが61年RandomHouseの読 みで,そ の後 が新 版。
〔 〕は単純な削除。前後にくを付 けた語句 は61年 版か ら脱落 して いるもの。
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イ)ジ ョ イ ス の 用 語
_ablueFrenchtelegram,curiositytoshow:
-lMotherlNotherdyingcoInehomefather ,(U-G3.199:U-RH42.15)
Mycocklehatandstaffandlhismylhismysandleshoon.(U-G3.487:U-
RH50.26)噛
BonethemyoungsotheyImetempsychosislmetampsychosis.(U-G4.351:
U-RH64.32)'
LydiaforLidwellsqueakscarcelyhearsoladylike,themuseunsqueakeda
rayof ,lhopelhopk.(U-G11.712=U-RH275.2)
...oη 仇 ε12(ゾlFgわrω αrッ1麗b㏄ α耽y1α 〕0α π(9.εんα㎎ α彦_(U-G12、420:
U-RH303.24)
.二.my`εrmεs万oθIg加 πeselgε πηθes.(U-G12.429:U-RH303.34)
Molly'sdressingtable,justbeforeweleftLombardstre6twest.1、Mehave,
anicefaceLM壱 んαoθ α η`cθpαcε.(U-G13.927:U.RH372.16)
THEFAN
(ノb雌 ㎎ 孟09ε`ゐer,rθSお α9α επSε んer〈 嬢 く θαr伽P)Haveyouforgotten
me?
BLOOM
lYes.NolNes.Yo.(U-G15.2766:U-RH527.25-28)
Touchandexaminelhis・lshispoints.'Handleihimlhrim.Thisdowny
skin,thesesoftmuscles,thistenderflesh.(U-G15嚇.3103:U-RH54q.8)
HowmyOldfellowchokithislThursdaymomunlThursdaymornun.Iago.
gogo!(U-G15.3829=U-RH567.25)
...itbroughtitsbadluckwithitlikeanopalorpearl〈stillit〈must
havebeenpurel16caratl18carrotgoldbecauseitwasveryheavy...(U-G
18.870:U-RH762.23) 、ノ
,_giveusroomeventoletafartGodordotheleastthingbetteryes
holdthemlikethatabitonmysidepianoquieもlysweeeeetheresthattrain
farawaypianissimoeeeeeeonemorelsongltsong(U-G18.908:U-RH
763.23)
.'..inthepaperBo夕1anbroughtin_inblackLlBloomlBoomandTom
Kernan...(U-G、18.1264:U-RH773.26)
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WhatishelfosteringIfoosteringoverthatchangefor?(U-G5.118:
U-RH74.14)、
・SonowyouknowwhatIwilldo 、toyou,younaughtyboy,ifyoudonot
lwritelwrote_.Wonderdidshelwritelwrqteitherself.(U-G5,
253,269:U-RH78.6,25)、
Themournersmovesawayslowly〔,〕withoutaim,bydeviouspaths,staying
lawhilelatwhilestoreadanameonatomb.(U-G6.918:U.RH112.
34)'・
AndforourselvesgiveusofyourbestforIfaithlifaithweneedit.
(U-G12.1601:U-RH336.32)
.。 。hisneighbourlwistlnistnotoflhiεlthiswile.(U-G14.165:
U-RH387.32)、
ロ)正 字 に な っ た 誤 植 ・
Sayhegottenpercentoff. .Omore.〔Ten。 〕Fifteen_lFiftylFifteen'
multipliedby.(U-G4。135,141:U-RH58.32,49),
Althrustlthrush.Athrostle.Thereisa魚ordthrostlethatlexpressedI
l
expressesth・t・(U-G6・240・U-RH孚3・%-29)噛
_wipedtheirtwentyfingersinthepaperthelbeardlbreadwaswrapped
in...(U-G7.1003:U-RH147.24)
、
Aほif・11ik・f・te凸aw・i捻himandth・tw・・ag・6・ 。mmi・gl・inawhi・1P・ ・1.
(U-G9.464:U-RH196.36)
Seabedabbled,fallen,weltering。Lapwingyouare.LapwingIheIbe.(U-G
9.954:U-RH210.38)
AbbeyltheatrelTheatre!Ismellthelpubliclpubicsweatof .monks.(U-
G9.1131-32:U-RH215.34)・
Theheavyweightsinllightltightloincloths_.(U-G10.833:U-RH
242.25)I
MrDedalus,famousIfighterlfather,1aidbyhisdryfilledpipe.(U-G
11259;U-RH262.33)
TwosheetscreamvellumpaperlonIonereservetwoenvelopeswhenIwas
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inWisdomHely'swiseBloominDaly'sHenryF正owerbought.(U-G
11.295=U-RH263.32)
Jinglelhauntedljaunteddownthequays.(U-G11.498:U-RH269.9)
-Yes
,MrBloomsaid,teasingthecurlingcatgutlfine口ine.Itcertainly
is.Fewlineswilldo.Mypresent.(U-G11.824:U-RH278.9)
_inthephenomenonwhichhasbegnldominatedIdenominatedbythefaculty
a血orbidu.pwards...(U-G12.477:U-RH305.7)』
AllostlqngI玉astlonelycandlewandereduptheskyfromMirusbazaar._
(U-G13.1166:U-RH379.6)
.Theshepherd'shour:thehouroflholdinglfolding:houroftryst.(U-G
13.1169:U-RH379.9),
aTorygentlemanofInot」notemuchinfavour_.(U-G14.683:U-RH
402.29)
...attributessomeofthesedemisestoIabnormalIabdominaltrauma...(U-
G14.1257:U-RH419.8)
Roωs(ゾ1/Z`msッlgrZmッhoω8esω``んg(蔓 ρ`㎎(∫oors.(U-Gl5.3:U-R早429.
4)ρ
L観 θAげ&㎎ απ,cZoα んθdε η`んepαZ置(ゾ εんθ αceφlspαceslspα 伽,
4083ゐ`η2彦oZ⑳ απdlr恕 ん診._(U-G15.482:U-RH446.9)
みdrianopoliibeganIbegatAranjuez_.(U-G15.1861:U.RH495.31>
AωZdseα ω`πdわZoωsノ トomん εs(Jrμ`dlmα ηεεdmoω 地.(U-G15.2263:U-RH
510.9),.
Badluck■NookIHookinwrongtacheofher ...1personyoumentioned.
(U-G15.2827:U-RH530.7)
Iwasprecocious.Youth.Thelfaunslfauna .(U-G15.き353:U-R白
549.16)' .、 、
BLOOM/・(lpαcε ㎎Ipα ω`㎎ ・`んeん θαεんerα 切ecεZッ)0,Ihavebeena
perfectpig.(U-G15.3397:U-RH551.8)
、
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Zbε1わoα ηお1わ θ認soひ εrεoε んe`αbZε 。(U-G15.3549:、U-RH556.29)
砒1ん α副 んeαd脇dεr`ん θz防mp,P認 飴 孟んθ 伽zπ.IPωzz`㎎1配ε㎎,ε んe
gα 鉗oθεZ喀 ん`3昭)αcrωsん εdηLα ㏄ひθpμrρZθsん α(1ε.(U-G15.4283:U-RH584.・
18)・
MaytheGodabove魑
Senddownalcoveldove
Withteethassharpasrazors_(U-G15.4526:U-RH593.12)
...conferalastinglb◎omlboononeverybodyconc6rned.(U,G16.746:U-
RH633.23)・
...therewasevenashadowoftruthinthelstorieslstones_(U.G16.
1311:・U-RH649.16).
...theusualsplashpageQflleちterpress[gutterpress_(U-G16・.1482:
U-RH654.3)
...theorthodoxpreliminarycanteroflco皿plimentpayingicompliment=
playing_(U-G16.1564:U-RH656.17)、
...asa・Highschoolscholarhehadexcelledinhisltablel6tableand
protractedexecutionofthehalflevermovementontheparallelbars_(U-
.G17,522:U-RH681。33)
. .・
_postagestamps(17-shillingl7schilling,mauve,imperforate,Hamburg,
1866...(U-G17.1680:U-RH717.35)・ ・
...th631etters尋inlreservedlreversedalphabeticlboustrophedonticl
boustrophedonicpunctatedquadrilinearcryptogram_(U-G17.1799:U-RH
721.14) ..、
Asnotmqreabnormalthanallotherl.altρredIparallelprocessesof
adaptationtoalteredconditionsofexistence...(U-G17.2190:U-RH
733.19)、
...soquietandmildwithhistingatingl、eitherlcither..。(U-G18.419:
U-RH749.38)
ロ ら
...IhopehesnotaprofessorlikeGoodwinwasashewasaIpatentlpotent
professorofJohnJameson_(U-G18.1333:U-RH775.21)
,
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(2)脱落部の修復:脱 落は誤植や改悪に比べ,読 者の誤解に直接手 を借 さない
だけ罪が 少ない。今回の発堀で欠損部が 修復 され意味が通 りよ くな り,文 の調
子 もそれだけ滑 らかになったが,一 方 で冗長で エネル ギーが拡散 し・た部 分 もあ
る。 脱落のほとんどが タイピス トまたは植字工の一行以内の飛ば し読みで,新
しい情 報 は"Telemachus"で'BuckMullig包nた対一す る ミル ク売 りの 老 姿
の お世 辞が一 つ増 え,Stephen・ の憤癒が よ り理解 しや す くな った こ と と,ロ"Lestorygonians"でNoseyFlynnがBloomを"anexcellent
brother"と は っ き り 云 っ て 幽Freem餌on」 問 題 に 決 着 を つ け た こ と く ら い で
あ る 。`Tove,yes.Wordknowntoallmen."を 含 む"Scyllaand
Charybdis"で の5行 の 発 堀 は,問 題 の 大 き さ を 考 え れ ば 草 稿 の 中 に 秘 め て お
い た 方 が よ か っ た 部 類 に 属 す る 。 同 様 に"Eumaeus"でBloomがStephen
に 家 に 行 っ て コ コ ア を 飲 も う と い う 文 が 追 加 さ れ た が こ れ も 理 に 落 ち る 嫌 い が
あ る 。
一Areyouamedicalstudent
,sir?theoldwomanasked。
-Iam
,ma'aln,BuckMulligananswered.・
〈-Lookatthatnow,shesaid.〈(U-G1。417:U-RH14。18)
._ariddling'sentencetobewoven〈andwoven〈onthechurch'slooms .
(U-G2.87:U-RH26.17)
Unwholesomesandflateswaltedtosuckhistreading.soles,breathingupward
sewagebreaぬへ,apocketofseaweedsmoulderedlnseaflreunderamiddenof
mah'sashes〈.Hecoastedthemトwalkingwarily.(U.G3.15レ52:U-RH
41.3)
Wilde'slovethatdarenotspeakitsname.〈Hisarm:Cranly'sarm.〈He
nowwillleaveme.Andtheblame?(U-G3.451:U-RH49.23)
Sowarm.Hi白righthandoncemoremoresldwlywentover〈hisbrowand
hair,Thenheputhishatagain,relieved:andread〈again:choiceblend ,
madeofthefinestCeylonbrands.(U-G5.27:U」RH71.33)
ThereverendDrSalmon:tinnedsalmon.Welltinnedinth臼re.〈Like
amortuarychapel.〈Wouldn'tliveinitiftheypaidme.(U-G8.497:
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U-RH164.41) 　
-Verymuchso,NoseyFlynnsa三d.Ancientfreeandacceptedorder.
〈He'sanexcellentbrother.〈Light,
U-RH177.31)1
lifeandlove,byGod.(U-G8.962:
Keyes:twomonthsifIgetNannettito.That'llb6twop6undsten〔,〕
abouttwopoundseight.ThreeHynesowesme.Twoeleven.〈Prescott's
dye意rorksvanoverthere.'IfIgetBilly〈lPresscott's.ad.Twofifteenl
Prescott'sad:twofifteen.「Fiveguineasabout.(U-G8.1058-59:U-RH
噛1
180.14)
Seethingsintheirforeheadperhapsl.Kindl:kindofsenseofvolume.
Weight〔.would〕 〈orsizeofit,somethingblackerthanthedark.
Wonderwould〈hefeelitifsomethingwasrehlovedl?1.(U-G8.1109-
11:U-RH18ユ.27)
SenseofsmellmustbestrongertoQ.SmellsOnallsides〈,〈bunched
tqgether.〈Eachstreetdifferentsme1L〈Eachpersontoo.(U-G8。 ユ12
1.22:U-RH181.41)
印
一Theartofbeingagrandfather ,MrBeStganmurmur。L'αr`♂e`rε
lgrα πdlgrα η4ρ … ・
'〈-Willhenotseereborninher
,withthememoryofhisQwnyQuthadded,
anotherimage?「'
DoyouknowwhatyQuaretalkingabout?Love,yesごWordknowntoal1'
men.AmOrひerOα 助 ω`dα`蜘`わ0肥mひ 協 ωηdθ θ`eα9ω αeCOπ αφP`Sc`πLμ8..〈
(U-G9.427-31:U-RH195.38)
Askthemaquestionthey幽askyouanother.Gogdideaifyou're〈stuck.
Gaintime.Butthenyou'rein〈acart.(『U-G13.864:・U-RH370.25)
Bynomeanswouldhe〔and〕 〈thoughhemustnorwouldhe〈makemore
shows_.(U-G14.441:U-RH395.31)
.,.esperanto〈theuniversallanguagewith〈theuniversalbrotherhood.(U-
G15.1691:U-RH490。1)
_sε π88古 んe〔AZZe厩 α〕cんo彫s〈 加mHα πdeZ's1晩ssα 読 規 εθ観 αfor
theLordGodOmnipotentreigneth〈,_(U-G15.1954-55:U-RH499.
5)
、4ノ乞rmん θeZcZαoん`πg〈 古reαd〈 お んeαrdoπ 腕 θs`αZrs.(U-G15.2734:U一
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BLOOM/(如 んεs彦 んθchoco厩 θ)Aphrodisiac?〈Tansyandpennyroya1.〈
ButIrthoughtIboughtit.(U-G15.2736:U-RH526.24)
Movestoonegreatgoal.Iamtwentytwo〈.Sixteenyearsagohewas
twentytwo〈too.(U-G15.3718-19=U一耳H563.17)
STEPHEN/(Pα π翻㎎)〈Hisnoncorrosivesublimate!〈Thecorpsechewρr!
Rawheadandbloodybonesl!1.(U-G15.4214:U-RH581.28)
...stickingtohisoriginalpoint〈withasmileofunbelief,〈1'血notso
sureaboutthat.(U-G16.778:U-RH634.21)
Ascot〈meeting,theGoldCup.Victoryofoutsider〈7先roω αωαッrecalls
Derbyof'92_(U-G16.ユ242:U-RH647.20)
,-Ipropose,ourheroevent早allysuggested〔,〕aftermaturereflectionwhile
prudentlypocketinghe`photo,asit'sratherstuffyhere〔,〕youjustcome,
〈home〈withmeahdtalkthingsover.Mydiggingsarequitecloseinthe
vicinity.、Youcan'tdrinkthatstuff.〈Doyoulikecocoa?〈Waitl,1.
1'11justpaythislot.(U-G16ユ646:U-RH658.26).・ 、幽
_apleasant〈rigidity,amorepleasantへrelaxationandthemostpleasant
repristinationofjuvenileagility.(U-G17.517:U」RH681.28)
...distantintervalsto〈moredistantintervaisto〈itsmostdistantin-
tervals.(U-G17.873:U,RH693.12)
WhatimperfectionsinaperfectdaydidBloom,'walking,〈chargedwith
collectedarticlesofrecentydisvestedmalewearingapparel,〈silently,
successively,enumerate?.(U-G17.207L72:U-RH729.29)
_thatmusthavebeenaspectacleonthestageimaginepaying5/-inthe
preservedseatsforthattoseehim〈trottingoffhistrowlers〈andSimon
Dedalustoohewasalwaysturninguplhalf合crewed_.(U-G18.1290:
.U-RH774.14)
③語順転換:次 の4例 は語順の訂正であるが,適 確な一語ではなく適確な語
順を決めるのに一 日考えたとFrankBudgenに 語った ジョイスの努力が偲
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、
???
ばれ る。
Thatorangeflower.Purecurdsoap.Waterissofresh.Nicesmellthese
soapshave.(U-RH85.5-6)
でh・t・ ・ang・f1・w6・w・t臼 ・iss・fresh.Nicesm・lltheses・ap串have.Pure
curd.soap.(U-G5.500-01)..
Towipeawayatearformartyrs.Forallthingsdyin琴,wantto,dayingto,
die.Forthatallthingsborn.(U-RH286.5-7)
Towipeawayatearformartyrsthatwantto,dyingto,die.耳orallthings
dying,forallthingsborn.(U-G11.1101-02)
瓦 曲dα`πSんesω π`ersα ωαy,pZω 卿 αsdpαmpεrθdpOα`εrpε9θ0π,ん ωmm`π8
仇 θdωe`」 かomDonGiovanni.(U-RH441.9-10)
瓦d`s面`ηsんesα μ撹ersα ωαツ,ん μmm`π8`んe伽 θ`介omDonGiovanni,μμmp
αsαpαmpθrθdpoμ εεr.pZ8eo濫(U-G15.351-52)
Themogkeryofit!Kinchkilledherdogsbodybitchbody.(U-RH580.18)
Themockeryofit!KinchdogsbodykilledherbitchbQdy.(U-G15.4178)
(4)句読法:"Eu卑aeus"の タイ ピス トは,こ の挿話 の長 く複雑 な文章 をタイ
プ しやす いように原文にない数百の コ ンマや省略記号,ダ ッシュを用 いて寸断
し,そ の上 ジ ョイスが一度 も用 いたことがない引用符まで使 って文体 を台無 し
に した6ガ ブラ』は浄書を基準 に原型 に復 したが,こ の 「誤解 の挿話」 の文章
は よ り長 くよ り曖昧 で よ り平 板 な リズ ム を持 つ こ とが 分 っ た。 反 対 に,
"Telemachus"の タ イ プ原 稿 を作 っ たClaudSykesは,ガブ ラ ー の 推
理 による と,彼 が硝 いたタイプ ライターに感嘆符 キーがな く,一 重の引用符 と
終止符ぞ代 用す る方法 を知 らなか ったので,BuckMulligan、の台詞 にあ った
約50の 感 嘆符 を無視 した。今回の復元でMulhganは や は り,絶 えず 大袈 裟
な表現 をす る軽挑浮薄な頼 りにな らな い人物 であ ることが確認で きた。 ジ ョイ
スに とって句読 法はきわ めて重要な表現手段の一 つであ る。次 の例文で は句読
点のあ るな しで文意がす っか り変 って しまう。3番 目の例文で22年 の初版 には
"leather"の 後の コンマ さえなかった。
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Ghoul!Chewerofcorpses!
No〈,〈motherl.1!Letmebeandletmelive.(U-G1.279:
U-RHユ0.26)
whelksandmoney〔,〕cowriesandleopardshells(U-G2.213:U-RH29.
38)
Openingherhandbag,chiめpedleatherl,hatpinl.Hatpin:oughttohave
aguardonthosethings.(U-G8.239:U-RH157.31)
WhiletheotherwasreadingitonpagdtwoBoom(togivehimforthenonce
hisnewmisnomer)whiledawayafewoddleisuremomentsinfitsandstarts
withtheacbountofthethirdeventatAscotonpagethree,hislsidevalue
lside.Valuel1,000sovs.,with3,000sQvs.11000sovswith3000sovs_
(U-G16.1277:U-RH648.18)
表記法に関す る校 訂で ガブ ラーが批評版で統一 した二点 は,多 くの議論の原
因 に なる と思われ る。一 つ は"Sirens"の 二 人 の女 給KennedyとDouce
の敬称 をすべて小文字のmissに 変えたことで ある。 タイプ原稿 をは じめす飛
て の版がMissで ある。ガ ブラーは浄書後半か らmissが 多 用 されて い るの
で,こ の挿話 を通 し小文字に統一 した といって いるが,批 評的根 拠を述べて い
ない(U-G1741)。 ジ ョイ'スは良 家の お嬢様ぶ った ことを云 いなが らカ ウン
ターの下で悩殺的な弾奏をす るバーの女給 たちを,こ の挿話の感傷的 な音楽で
椰愉 して いるのであ るか ら,Missがmiss(軽 蔑的 戯言)・に変身 す る と して
お いた方が良か ったので はないか 。 も う一つ は"Circe"の ト書 きの校訂 で あ
る。 これ まで出版 された版の ト書 きはすべて斜字体 でカ ッコに括 くられ,大 文 噛
字で始 まり終止符で終 って いる。 ガ ブラー は これ をspeechdirection(台 詞
に含 まれ る ト書 き)と,段 落をお いて台詞 と分 け られ るnarrationdirection
に分 け,speechdirectionの 最初 の文字 を小 文字 に変え,終 止符 を削 除 して
いる。理 由は浄書に この様な例が多 く,speechdirectionは 台 詞の一 部 で,一
般 に短 い語句で あるか らとい って い るが,speechdirectionで も文が切 れ る
場合は終止 符で 終り,次 の語頭は大文字 になってお りきわめて奇異な感 じを与
え る。 この点 に関 しジ ョイ スに は全 く定則が な い。Narrativedirectionの
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中には台詞とみなせるものも含 まれていたり,長 いspeechdir㏄tionに 短い
台詞が挾まれている場合もある。ジョイスは表現主義の舞台の台本がいかにあ
るべきか決めかねており,浄 書では登場人物に下線を引き,ト 書きは特別の指
示をしていない。初校で人物が大文字,ト 書きが斜字体に印刷され,ジ ョイス
はこれを踏襲 した。ガブラーの校訂は計らず しもこの挿話を叙述から劇が発生
するnarrativedramaと して見なおす機会を提供 している。
σZッSSθS:ム(}・臨0αZαπdεyπop`記 醒 痂0π は長 い間 の 本 文研 究 の
成果である。 コンピューターが文学研究の有力な武器であることをいかんなく
実証 した歴史に残る事業である。ガブラーの編集者としての決定に関 しては今
後活発な議論がなされよう。 σ砂ssεsの生成に関す るほとんどすべての情報
がsynoptictextに 凝集されている。本文研究だけでな くより厳密な批評上
の研究に本書は欠 くことができない。実に多 くの問題が提起されているからで
ある。沢山の書き込みをし,長 く親しんだ旧版を手離すのは惜別の情たえない
が,ガ ブラーたちの努力に感謝し,ジ ョイスを憤慨させた印刷工が犯した多く
の誤りがついに取り除かれたのをよろこぼう。
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